
登下校時の見守り活動強化検討会資料

令和8年3月6日

鳴見台小学校区コミュニティ協議会

1



Ⅰ．アンケートの分析結果（現状診断）

1.地域にやる気はある
⚫ 見守り活動は大切 99.3％
⚫ 関心がある（条件付き） 80％

2.最大の
阻害要因

子どもたちの
見守り活動

時間的制約
⚫ 朝忙しい 80.8％％
⚫ 夕忙しい 56.7％

心理ハードル
⚫ わからない 24.8％
⚫ 一人で不安 16.1％
⚫ 責任ありそう 21.2％

＊令和８年１月にアンケートを実施。NPO法人協力アカデミーが行った
そのアンケート結果の分析報告をもとに、本スライドを作成しました。

気軽に参入でき
ない入口の重さ

潜在的可能性あり
⚫ 不定期なら 60.2％
⚫ 月1～2なら 26.5％

６０代が約４割

3.地区による構造の違い

現役世代が中心
（２０～５０代）

鳴見台

豊洋台 小学校

担い手不足

離れている

「体力・継続・責
任」への不安、
解消が必要

「時間がない」
効率的参加方
法が必須

「毎週必ず」という固定輪番制が、現役
世代にとって参加を拒む最大の壁
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Ⅱ．分析結果（推奨する解決策）
１．基本戦略は、「点集中」×「２層運用」 危険個所を絞り担い手を集中

（担い手
層）

（特徴） （担い手）
（ターゲッ

ト）
（ミッション） （運用）

第１層
安定して動
ける

安定少数精
鋭

シニア層
「定点見守り」週１回、特
定の危険個所を守る

「チーム制」、３～５人のチームを組
み、シフトで回す。仲間がいること
で継続率向上

第2層
隙間時間で
動く

多数のサ
ポーター

現役世
代

「スポットサポーター」月
１回、または不定期、穴
埋めや増員を行う

「エントリー制」、来月○日なら行
ける、月1集中デーなら参加など
都合の良いとき立つ

２．実行施策 「外に出るハードルを極限まで下げる」
優先度 Ｓ ：物理的ハードルを取り除く

（1） 「固定当番制」の廃止と「スポット登録の導入」（第２層向け）
毎週の義務を撤廃する。「月１回１５分だけ」やLINE等で「○日○時間なら空いている」と登録で
きる仕組み（空き枠募集制）を導入し、多忙層の６０％を取り込む。

（2） 活動場所の「選択「と「集中」
「ここだけは守る」という最重要ポイント２か所を絞り、そこに人員を集めることで「独りぼっち」
を防ぐ。
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優先度 Ａ ：心理的ハードルを取り除く

（3） 「初回ペア制」の徹底
「一人で立つのが不安（16.1％）」を解消するため、参加時は必ず経験者（第１層のメンバー）が
同行する。

（４） 責任の限定（通報するだけでＯＫ）
「責任が重そう」という声を払拭するため、「子どもへの指導」や「事故対応」は求めず、危険があ
れば警察や学校に通報するだけでよいと明文化する。

優先度 Ｂ ：動機づけ（やりがい）の強化
（5） 成果の可視化（フィーバック）

「見守りのおかげでヒヤリハットが減った」「子どもの挨拶が増えた」といった成果を月１回のレ
ポートで共有する。立ち番の成果を実感させることが継続意欲と参加意欲を高める。

３．地区別アプローチ提案 ターゲットの合わせて募集の切り口を変える

ターゲット 鳴見台地区（第１層候補多） 豊洋台地区（第２層候補多）

訴求ポイント 「健康維持・仲間づくり・無理なく」 「忙しくても月１回・３０分・罪悪感なし」

推奨モデル
「椅子あり・定点見守り」、体力に配慮し、椅

子持参を許可。週１回、仲間と顔を合わせる
ことを楽しみに変える。

「隙間スポット参加」、買い物帰りや散歩、子どもの送
迎ついでに「３０分だけ」指定場所の立つ。LINEで空
き枠通知を受け取る。

広 報 回覧板、紙媒体、口コミ 学校メール、LINE、スマホ登録
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Ⅲ．見守り活動強化検討に当たって

１．現在実施中の見守り活動の評価
現在、見守り活動の実施状況、効果、問題・課題等について、各実施主体においてどう考えているか。
⚫ 挨拶運動・豊洋台バス乗車見守り運動（育友会）
⚫ 交通安全指導（長崎市自治振興課、小学校）
⚫ 子どもを守るネットワークパトロール（育成協議会）：防犯・安全点検
⚫ 少年補導パトロール（少年補導員）：防犯
⚫ 民生委員、自治会役員による見守り活動（民生委員、自治会役員）

現在の見守り活動について、その内容、課題等を関係者で共有、持続可能な活動をめざす。

関係者で共有し、持続
可能な活動へ

評
価

活動場所 主な活動内容 活動時間 担い手 活動人数

①学校正門前
挨拶運動、バス乗下
車

登校日、毎朝、１時間
育友会（保護者）
小学校

１～２名
小学校〇名

②豊洋台車庫前バス停 挨拶運動、見守り 登校日、毎朝、３０分 育友会（保護者） １～２名

③豊洋台中央バス停 挨拶運動、見守り 登校日、毎朝、３０分 育友会（保護者） １～２名

④豊洋台南バス停 挨拶運動、見守り 登校日、毎朝、３０分 育友会（保護者） １～２名

⑤学校前バス停横断歩道 交通安全 登校日、毎朝、１時間 一般（長崎市委嘱） 1名

⑥学校上交差点横断歩道交通安全 登校日、毎朝、１時間 一般（長崎市委嘱） 1名

＊上記の他、登校時は民生委員、自治会役員等による横断歩道等での見守りを実施

＊育成協による子どもを守るネットワークパトロール、少年補導員によるパトロールを月１回程度実施

現在の見守り活動の実施状況
バス利用者数（人）

R７ R８

1年 85 92

2年 77 85

3年 85 77

4年 70 85

5年 69 70

6年 51 69

計 437 478

前年比 41

Ｒ７.下校バス
利用者数

曜日 人数

月 218

火 234

水 216

木 243

金 203

＊このほか白
髪から１６名の
バス利用あり

バス利用状況（豊洋台）
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Ⅳ．見守り活動強化に向けた検討

１.見守りが必要な危険個所の設定
⚫ 現在の実施場所も含めて、見守り候補場所を出して、危険の種類や程度、関係する子ども数等か

ら重点見守り場所を設定することについてどうか？、何か所にするか？
⚫ 見守り場所は、定点見守りとスポット見守りに区分することについてどうか？
⚫ 見守り活動の頻度、時間帯についてはどうか？ 推奨解決策では「集中」が

基本戦略、重点実施場所
は２か所程度？

検討の進め方
① 「地域子育て憲章」の精神に沿って、地域全体の見守り活動として捉え、持続可能な活動を目指す。
② 現在の見守り活動の問題点や課題について、その補完、改善、強化策を講ずることで持続可能な活動

の定着に繋げることを目指す。
③ 担い手確保の成否が見守り活動強化のカギを握っていることから、ボランティア人材の確保と活動内

容の両面から、アンケート分析結果とみらいトークの意見を活かし有効な仕組み、方法を検討する。
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２．見守り体制（担い手）について
① 分析提案では、2層運用で担い手を集中する提案をしているがどうか？

第１層→安定して動ける→安定少数精鋭（シニア層を想定）、週１回、交代制で回す。
第２層→隙間時間で動く→多数のサポーター（現役世代を想定）、月１回、エントリー制。

② エントリー制についてどう考えるか？
LINE等で時間が取れれば誰でも、いつでも、自分の都合に合わせて参加登録できる仕組み。
やる気はあるが時間が制限され参加に躊躇している潜在的担い手の参加を促す。

③ 育友会の挨拶運動・バス乗車見守り運動との関係についてどう考えるか？
育友会の運動は継続中。上記見守り体制に移行すれば、会員に限定されている担い手を育友会員
を含む一般まで広げて拡充できる可能性あり、一方移行による課題はないか？

④ 2層運用ができない場合、どのような担い手確保策があるか？
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重点 見守り場所 主な活動内容
定点・ス
ポット

活動頻度・時間帯 担い手 活動人数

①学校正門前 挨拶運動、バス乗下車 登校日、毎朝、１時間
育友会（保護者）
小学校

1～２名

②豊洋台車庫前バス停横断
歩道

挨拶運動、見守り 登校日、毎朝、３０分 育友会（保護者） 1～２名

豊洋台中央バス停横断歩道 挨拶運動、見守り 登校日、毎朝、３０分 育友会（保護者） 1～２名

④豊洋台南バス停横断歩道 挨拶運動、見守り 登校日、毎朝、３０分 育友会（保護者） 1～２名

⑤学校前バス停横断歩道 交通安全 登校日、毎朝、１時間 一般（長崎市委嘱） 1～２名

⑥学校上交差点横断歩道 交通安全 登校日、毎朝、１時間 一般（長崎市委嘱） 1～２名

各地区の横断歩道 挨拶運動、見守り 毎週月曜、
民生委員・自治

会役員
1～２名/各

横断歩道

豊洋台中央バス停横断歩道 挨拶運動、見守り 週１回、３０分 一般（募集）

豊洋台車庫前バス停横断歩道 挨拶運動、見守り 週１回、３０分 一般（募集）

３．見守り場所と体制（検討結果）：登校時
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重点 見守り場所 主な活動内容
定点・ス
ポット

活動頻度・時間帯 担い手 活動人数

豊洋台車庫前バス停横断歩
道

挨拶運動、見守り 14：３０から16:30
月１回、３０分以内

育友会（保護者）
一般（募集）

豊洋台中央バス停横断歩道
挨拶運動、見守り 14：３０から16:30

月１回、３０分以内

育友会（保護者）
一般（募集）

豊洋台南バス停横断歩道
挨拶運動、見守り 14：３０から16:30

月１回、３０分以内

育友会（保護者）
一般（募集）

各地区の公園（豊洋台、光
風台）

挨拶運動、見守り
15:00～18:00

月１回、１５分、場
所は選択

一般（募集）

３．見守り場所と体制（検討結果）：下校時
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